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ホルスタイン乳牛にみられた血様心嚢水貯留の１症例
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要 約

食欲不振を呈した２歳８カ月齢ホルスタイン雌乳牛に頻脈、頚静脈怒張および胸垂冷性浮腫が出現した。心

臓超音波検査における心嚢水貯留所見とフィブリンの付着、および血液検査における慢性炎症像より心膜炎が

疑われた。病理解剖の結果、著しく拡張した心嚢には血様心嚢水が多量に貯留していた。
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牛において心嚢水の貯留は、拡張型心筋症などの循環

障害時にみられる漏出液や創傷性心膜炎などの炎症性疾

患時にみられる滲出液が一般的であるが［１］、血様心嚢

水の貯留も考えるべき疾患のひとつである［２－４］。今回、

血様心嚢水が高度に貯留し、頻脈、頚静脈怒張、胸垂冷

性浮腫等の循環障害を発現した乳牛の１症例に遭遇した

ので、その概要を報告する。

症 例

症例は北海道十勝管内で飼養されていた２歳８カ月齢

のホルスタイン雌牛（分娩後７カ月）で、食欲不振を主

訴として診察依頼があった（第１病日）。初診時は体温

３８．３℃で、頻脈（９２回／分）、第一胃運動減退、下痢を認め、

輸液による治療を受けた。第４病日には、頻脈（１０４回／

分）に加え、頚静脈怒張が発現した。血液検査では

γ GTPの増加（２６８U／L）、γグロブリン分画の増加

（３９．４％）および A／G比の低下（０．５４）が認められた。

第１２病日に病性鑑定のため、帯広畜産大学に搬入された

時点では、削痩が進行しており、頻脈（９２回／分）に加

え、頚静脈怒張、胸垂冷性浮腫がみられた（図１）。聴

診では右からの心音が小さかったが、心雑音は聴取され

なかった。血液検査により PCVの低下（３１．７％）と好中

球数増多（６，３３６／�）、肝酵素群の増加（AST１７１U／L、

ALP４９５U／L、γ GTP４７０U／L、LDH ２，１１５U／L）、

NEFAの増加（１．２０mEq／L）および電解質の異常（Na

１３６mEq／L、K３．３mEq／L、Cl８８mEq／L）が認めら

れた。心臓超音波検査では、心膜へのフィブリン様構造

物付着像と胸水または心嚢水と思われる低エコー領域が

認められた（図２）。右側から胸腔穿刺を行ったところ、

淡赤色透明の液体が採取され、その性状（WBC６００／�、

RBC７，０００／�、TP０．２�／�）から漏出液と判断した。

また、肝臓では中心静脈の拡張が認められた。

連絡責任者：猪熊 壽（帯広畜産大学畜産学部臨床獣医学研究部門予防獣医療学分野） TEL／FAX ０１５５‐４９‐５３７０ E-mail：inokuma@obihiro.ac.jp

図１．胸垂に冷性浮腫が認められる（第１２病日）。
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病理解剖所見

第１４病日に病理解剖を実施したところ頚部から胸部に

かけての皮下組織に重度の浮腫が認められた。胸腔内に

は、淡赤色の胸水が貯留しており、とくに右側で顕著で

あった。心嚢は３５×３５×２５�大に拡張し（図３）、内部

には血様心嚢水が多量に貯留していた（図４）。心膜で

は、心底部や冠動静脈周囲に中皮組織増生が広範にみら

れたが、腫瘍性病変および出血部位はみられなかった。

右心房はやや拡張し、心臓割面では左右心室壁の肥厚と

内腔の狭小化が認められた。胃壁および横隔膜に穿通痕

は認められなかった。

なお、肝臓には直径１～６�の黄白色クリーム状の膿

を入れた被嚢化膿瘍を表面および割面に複数認め、一部

の被嚢化膿瘍は横隔膜および腹膜と癒着していた。また、

肝臓辺縁はニクズク様で硬度を増していた。

考 察

本症例は生前には、頻脈、頚静脈怒張、胸垂の冷性浮

腫、心嚢水貯留所見および慢性炎症像から心膜炎を含め

た炎症性の心臓疾患が疑われたが、病理解剖において血

様心嚢水の高度貯留と診断されたものである。ただ、心

嚢水貯留と循環障害所見、および慢性炎症像は心膜炎を

疑わせたものの、超音波検査でみられたフィブリン様構

造物の量と付着パターンは心膜炎とは異なるものであっ

た。胸壁右側からの胸腔穿刺により採取された淡赤色透

明の漏出液は、病理解剖所見から考えると胸水であった

と思われる。心嚢水貯留の原因を特定するためには、

生前に心嚢水の解析を行うことが必要であるが、今回の

ように胸水貯留がある場合には、心嚢水か胸水かの鑑別

が困難な場合があると考えられた。なお、本症例の血液

検査でみられた慢性炎症像は肝膿瘍およびその腹腔内で

の癒着によるものである可能性が考えられた。

血様心嚢水貯留は牛では稀とされているが、外傷性心

膜炎［１］、医原性心膜炎［５、６］、心臓腫瘍［７、８］に伴う血様心

嚢水貯留に関する報告がある。また、転倒など外部から

の衝撃が胸腔に伝わり微細な静脈が損傷することが原因

と考えられた症例［２、３］、あるいは原因不明の血様心嚢水

貯留も報告されている［４］。今回の症例においても、血

様心嚢水貯留の原因については特定に至らなかった。な

お、心嚢内の出血部位も特定できなかったが、心底部や

冠動静脈周囲で中皮組織の増生が顕著であったことから、

同部周囲の小血管から出血し、血液が心膜腔に緩徐に貯

留した可能性が考えられた。出血は転倒等により周囲か

図３．胸腔では著しく拡張した心嚢（矢印）がみられ、
肺（Lung）は背側後方へ圧迫されている。

図２．右側胸壁のプローブから右心室（RV）までの間
に液体貯留が認められる。心膜にはフィブリン様
構造物付着像（＊）がみられるが、創傷性心膜炎
の場合に比べて量が少ない。

図４．心嚢切開により多量の血様心嚢水がみられる。
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ら瞬間的な外力が作用したことが考えられたが、症例に

は外傷が認められず、これも確定できなかった。

本症例報告は十勝 NOSAIと帯広畜産大学の共同研究

「難診断患畜の臨床病理検索」により行われた。また、

本症例報告の一部は帯広畜産大学教育研究改革・改善プ

ロジェクト経費により実施された。
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